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	鳥獣捕獲等事業者
	捕獲従事者への研修の実施月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	捕獲従事者以外の事業従事者への研修の実施月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事業管理責任者
	１年間の研修計画の策定月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	１年間の研修計画の改善
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	研修の適切な実施のための監督
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	研修内容
	概要・項目等
	講師
	実施方法形態

	
	
	内部・外部
	座学　・　実技練習　・　現場研修


備考　１　実施する計画の月に○をつけること。研修については時間数も記載すること（捕獲従事者に対する研修は、毎年５時間以上実施されるものであること。）。
２　研修は、反復して学ぶ必要がある事項及び最新の知識を得る必要がある事項について実施すること。また、改正された法令に関する知識等、最新の知識を随時習得すべき事項については、確実に研修事項の中に含めること。
３　研修は、外部の講師を招いて自ら実施するか、他の団体が主催する講習等を受講する等でもよい。
４　研修は、必ずしも捕獲従事者全員を一堂に会させて行う必要はなく、個別に実施してもよい。
５　狩猟免許の更新講習や銃刀法の技能講習は、ここでいう研修に含めることはできない。



